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資料５

地方創生推進タイプ
・自転車で出かけたくなるまちづくり

～「カーボン・マイナス・シティ」宣言をした山県市におけるサスティナブル・サイクルツーリズム推進事業～

・「恋人の聖地」広域市町村連携によるデジタル･シティプロモーション事業
・「恋人の聖地」広域市町村連携による関係人口拡大に向けたバーチャル
コンパクトシティ事業

拠点整備タイプ
・山県市の観光拠点アウトドアツーリズムセンター整備事業

デジタル実装タイプ
・公共施設のDX化に向けた3本柱事業
・スマート図書館整備事業



事業概要【自転車で出かけたくなるまちづくり～「カーボン・マイナス・シティ」宣言
をした山県市におけるサスティナブル・サイクルツーリズム推進事業～】

申請者 岐阜県山県市 初回採択回 令和５年度第２回募集

事業計画
期間

R5-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）

97,402千円（41,000千円）

事業タイプ・
類型

地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野（詳細）
コンパクトシティ、まちの賑わいの創出、
連携中枢都市等のまちづくり分野

目的
（効果）

・市内観光地を自転車で周遊する仕組みを構築し、観光客の市内滞在時間の長期化を図る
・特産品を活用した新商品等の開発を行い、サイクリングロードの付加価値向上を図る
・市の主な観光資源である「歴史」・「自然」・「食」を効果的にPRすることにより、周遊観光を促進させ、広域的な経済
の好循環を目指す

事業概要・
主な経費

〇サイクルツーリズム計画の策定、魅力的なサイクリングコースの提案及び映像によ

るPRを実施

・計画策定（委託料）1,500千円 ・提案・PR（委託料）12,500千円

〇特産品（利平栗、伊自良大実柿等）を活用した新商品等を開発し、名古屋や

東京など大都市圏でのPRを実施

・商品開発PR（委託料）6,000千円 ・商品開発（補助金）1,000千円

〇名古屋圏からサイクリストを呼び込み交流人口の増加を図る

・映像によるプロモーション（委託料）9,000千円

〇美濃国最大級の山城、かつ美濃国守護であった土岐氏最後の居城「大桑城

跡」の認知度向上のため、城跡でのイベントに自転車関連の特設ブースを設置する

などサイクルツーリズムとの連携を図る

・コーナー設置（負担金）8,000千円 ・イベント実施（委託料）3,000千円

KPI
①観光入込客数（＋60,746人）
②新商品開発件数（＋7件）
③レンタサイクル利用者数（＋467人）

関連
URL

https://www.city.yamagata.gifu.j
p/soshiki/kikaku/17692.html

推進当初
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事業概要【「恋人の聖地」広域市町村連携によるデジタル･シティプロモーション事業】

申請者 大阪府貝塚市ほか17自治体 初回採択回 令和３年度第１回募集

事業計画期間 R3-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）

3,783,556千円
（726,882千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野（詳細） 観光振興（DMO）等の観光分野

目的（効果）
単独では実現の困難な著名人の招致や民間事業者から参画を得やすいポータルプラットフォームの構築を実現、大都市圏に向けた情報発信。各事業
関連資源のブランド化・再構築を図り、SNS等に向けたコンテンツ化を推進することにより、地域資源をデジタル情報価値のある魅力的なものに高め、観
光振興による交流人口の増加に加え、関係人口の増加を図り、移住・定住による地方への人の流れを生み出すことを目指す。

事業概要・
主な経費

○SNS等の活用のためのポータルプラットフォーム基盤整備事業
市町村連携ポータルプラットフォーム共同基盤事業費 【90,000千円】

○広域市町村連携シティプロモーション事業
市町村の連携シティプロモーション事業費 【396,710千円】
・『国内外のメディア・大使館・観光局との連携構築』事業費/広報費、委託費等

○地域産業拡大事業
市町村の連携地域ブランド・産業拡大事業費 【131,950千円】
・『各国の観光局・海外事業者と連携、販路開拓』事業費/試作・実証費、市場調
査費、販路拡大費、委託費等

○情報ネットワーク・地域活性化事業
市町村の連携デジタル活用・地域活性化事業費 【108,222千円】
・ICTを活用した配信・啓発・連携事業費/SNSメディア制作配信費、AR動画配信
事業費、委託費等

KPI
①観光入込数 （+22,155,000人）
②ポータルプラットフォームへの投稿数（+5,130件）
③メディア掲載数（+2,052件）

関連
URL

○大阪府貝塚市ほか17自治体 HP
○総集サイトは 令和6年7月公表予定

推進当初

大阪府貝塚市、北海道七飯町、岩手県花巻市、山形県村山市、福島県田村市、石川県白山市、長野県須坂市、岐阜県山県市、静岡県西伊豆町、愛知県豊根村、大阪府泉南市、兵庫県朝来市、
徳島県阿南市、高知県室戸市、福岡県小郡市、佐賀県基山町、熊本県阿蘇市及び大分県豊後高田市の広域連携事業
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事業概要【「恋人の聖地」広域市町村連携による関係人口拡大に向けたバーチャルコンパクトシティ事業】

申請者 大阪府泉佐野市ほか13自治体 初回採択回 令和４年度第１回募集

事業計画期間 R4-R8年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR6年度事業費）

3,678,284千円
（759,202千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野（詳細） 観光振興（DMO）等の観光分野

目的（効果）

市町村の広域連携により、大都市圏の人々との「接点の拡大」、リアル･非リアルを通して「地方志向者との関係の深化」を図り、事業のDX化による
「中間支援組織」の業務負担軽減などにより、持続的かつ自走可能な関係人口拡大事業の実施につなげる。また観光振興等による「交流人口の拡
大」を通して関係人口の増加を図り、地域内の各産業の「担い手となる人々の拡大」、若者やファミリー層の「移住・定住」につなげ、地方への人の流
れを生み出すことができる将来像を目指す。

事業概要・
主な経費

○バーチャルコンパクトシティ共同基盤事業
市町村連携バーチャルコンパクトシティ共同基盤事業費 【70,000千円】
・共同仮想シティポータルサイト運営費・アクテイビテイ運営費 等
○観光交流促進強化連携事業
市町村の観光交流促進強化連携事業費 【423,004千円】
・地域の周遊促進と全国規模の連携による回遊促進推進事業費
・ICTを活用しSNS等による情報発信のためのデジタル事業費 等
○若者・子育て世代交流促進事業
市町村の若者・子育て世代交流促進事業費 【126,421千円】
・連携市町村との共同体験・交流機会の促進強化事業費
・連携市町村の魅力を伝えるICTを活用したアプローチ事業費 等
○関係人口の創出拡大事業
市町村の関係人口の創出拡大事業費 【139,777千円】
・地域産業の活性化・ブランド化・地域資源の魅力発信業費
・大都市居住者との接点構築事業費 等

KPI
①観光入込数 （+13,750,000人）
②仮想市民登録数（+16,100件）
③地方志向者の魅力度数（+15％）

関連
URL

○大阪府泉佐野市ほか13自治体 HP
○総集サイトは 令和6年7月公表予定

推進当初

大阪府泉佐野市、北海道七飯町、栃木県野木町、栃木県那須町、群馬県上野村、群馬県川場村、長野県須坂市、岐阜県山県市、大阪府貝塚市、大阪府泉南市、広島県神石高原町、
高知県室戸市、高知県黒潮町及び大分県豊後高田市の広域連携事業



事業概要【山県市の観光拠点アウトドアツーリズムセンター整備事業】
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拠点補正

申請者 岐阜県山県市 採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6年度 交付対象事業費 53,722千円

事業タイプ 地方創生拠点整備タイプ（補正予算分） 事業分野（詳細） 観光分野

目的（効果）
本市の北部地域において観光案内施設の整備、体験型アクティビティイベントの企画・運営、観光DXの推進、
既存観光地の魅力度・収益アップを図り、北部地域を持続可能な観光地としての姿を目指す。

整備内容・
利活用方策

施設において、市内観光・アウトドアに関する情報発信及
び観光案内所としての事業展開をベースに、地域資源を活
かした体験アクティビティ活動の企画・運営を実施し、地域
住民も含めた地域にある観光資源、アウトドアフィールドの
魅力を体感する機会を創出し観光振興の活性化を図る。
また、デジタルサイネージの設置により、多言語で観光情
報を配信することで、外国人観光客の受入環境の整備を
図るとともに、デジタルサイネージの操作ログから利用者の行
動を分析することで、観光客のニーズの把握にも活用する。
【経費内訳】
・既存建物解体工事費：4,937千円
・建築工事実施設計費：4,000千円
・施設建築工事費：44,785千円

KPI
※カッコ内の数値は供用開始
年度から５か年分の「KPI増
加分の累計」の目標値

① 山県市アウトドアツーリズムセンターの来客者数
（＋140,000人）
② 体験型アクティビティの利用者数（＋1,400人）
③ 市内観光入込数（＋102,000人）
④ 市内の観光消費額（＋552百万円）

関連URL
https://www.city.yamagata.gifu.j
p/soshiki/kikaku/17692.html



事業概要 【公共施設のDX化に向けた3本柱事業】

自治体名 岐阜県山県市 人口 25,274人 事業費 23,540千円

事業概要

本市における公共施設の予約方法・時間は、窓口や電話・FAXのみの対応となっており、利用者は開設時間内に
自らが来庁や電話・FAXをする状況である。また、施設を利用する際には、本市から依頼し鍵を管理保管している
鍵管理人宅へ利用者が出向き物理的な鍵の受渡を行っている状況である。そのため本事業をフル活用してDX化
を積極的に推進し、利用者の利便性向上と事務の効率化を図る。

具体

サービス

【①公共施設予約・スマートロック連携システム】
・利用者がいつでもどこでも予約やその確認が可能と
なる。また、スマートロックと連携することで、リアルタイ
ムで施設を管理・監視することが可能となる。また、ス
マートキーBOX機器も導入し、利用者の利便性向
上を図ることが可能となる。
【②クラウド型サイネージシステム】
・公共施設の利用状況やイベント情報以外に、多様
な情報を配信することが可能となり、そのときの市民の
ニーズや目的に沿った情報を提供可能な仕組みが構
築できる。また、動画を活用した情報配信により、理
解しやすいサービス提供と考える。
【③キャッシュレス決済端末の導入】
・市民の利便性向上及び市のキャッシュレス決済普
及促進を加速させるため、多様なキャッシュレス決済
に対応し、公共施設予約システムと連携して、オンラ
イン上で支払いが完了可能な端末を導入する。

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①公共施設予約システムによる施設利用申請数
②サイネージにおけるコンテンツ配信分野数
③キャッシュレス収納割合

【アウトカム指標（成果指標）】
①予約システムに利便性向上を実感した利用者満足度
②サイネージの情報における満足度
③キャッシュレス決済の利用者満足度
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事業概要 【スマート図書館整備事業】

自治体名 岐阜県山県市 人口 25,274人 事業費 23,346千円

事業概要

現状、山県市図書館は、本館と１分館にて対面による貸出サービスを実施している。しかし、居住地域による図
書館へのアクセス性や事前登録の貸出カード持参による対面貸出しというスタイルにより、利用者が固定化している。
そこで誰もが利用しやすい図書館を目指し、利用者の拡大に向けて、電子書籍サービスの導入、図書カードのデジ
タル化、セルフ貸し出し及び読書記録帳の機能拡充を実装し、図書貸出サービスの利便性向上を図る。

具体

サービス

【公立図書館システムのクラウド化と機能拡充】
①電子書籍サービスの導入
②スマホ利用者カード
③セルフ貸出機能
④読書記録帳

主な

KPI

【アウトプット指標（活動指標）】
①電子書籍サービス対応書籍数

②新規利用者登録におけるスマホ利用者カード発行の割合

③貸出冊数全体に占めるセルフ貸し出しの割合
④新規利用者登録における電子読書記録帳の発行数の割合

【アウトカム指標（成果指標）】
①電子書籍サービスの利用者満足度

②スマホ利用者カードの利用者満足度

③セルフ貸し出し機能の利用者満足度

④読書記録帳の利用者満足度

⑤人口1人当たり貸出冊数
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セルフ貸出機

電子書籍サービス

スマホ利用者カード

読書記録帳

現在

対面型の
図書館業務

スマート化


